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基本健康診査受診者における生活習慣
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　1992年に仙台市若林区で実施した基本健康診査を受診した8,552人から無作為に抽出した4,062人に対して

アンケート調査を行い，回答のあった1,482人について，5項目の生活習慣（運動，飲酒，喫煙，肥満，睡

眠）を年齢階級別に分析したところ，以下の結果を得た。

　1.　運動習慣に関しては，非運動は男52.7％，女51.0％，軽度運動は男29.0％，女25.1％，高度運動は男

18.3％，女23.9％だった。とくに，男性の場合，若年ほど非運動が多く軽度運動が少なかった。

　2.　飲酒習慣に関しては，非飲酒は男21.1％，女72.0％，軽度飲酒は男24.0％，女22.1％，高度飲酒は男

54.8％，女6.0％だった。とくに，男性の場合，若年ほど非飲酒と軽度飲酒が少なく，高度飲酒が多かった。

　3.　喫煙習慣に関しては，非喫煙は男37.5％，女92.8％，禁煙は男23.3％，女1.2％，喫煙指数500未満は

男13.9％，女5.2％，喫煙指数500以上は男25.4％，女O.7％だった。とくに，男性の場合，若年ほど非喫煙と

禁煙が少なく，喫煙指数500未満と500以上が多かった。

　4.　肥満度に関しては，肥満度－10％未満は男6.0％，女12.1％，肥満度－10％以上10％未満は男52.4％，

女55.2％，肥満度10％以上は男41.5％，女32.7％だった。

　5.　睡眠時間に関しては，6時間以下は男16.6％，女27.1％，6時間超9時間未満は男72.2％，女68.3％，

9時間以上は男11.2％，女4.6％だった。

　6.　受診者の生活習慣（睡眠時間を除く）を平成7年国民栄養調査成績と比較すると，男性の場合，生活

習慣の年齢による相違は，国民栄養調査成績とほぼ一致した。しかし，女性の場合，男性より飲酒量と喫煙

量の少ないのは国民栄養調査成績と一致したが，運動量はより多く，低体重はより多かった。また，受診者

の睡眠時間を平成3年社会生活基本調査報告と比較すると，65歳以上の男性と55歳以上の女性の方がより短

かった。

Key words : 基本健康診査，生活習慣，中年期男性














